
 
 
 
 

平成２１年度 中国地方整備局総合評価審査委員会第一部会 

 

（第３３回）広島県東部ブロック総合評価審査部会 

 

 

 

     【 日  時 】平成２１年 ７月 ６日（月）１０：００～１２：００ 
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             委員長 ： 井上 矩之 福山大学経済学部国際経済学科教授 
             委 員 ： 藤井 堅  広島大学大学院工学研究科教授 
             委 員 ： 福永 重孝 福山商工会議所理事 
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  福山河川国道事務所，国営備北丘陵公園事務所，八田原ダム管理所 
（事務局） 
  福山河川国道事務所 

 

 

 

 

         議 事 次 第 

 

 

 

     １．審査対象工事について 

 

     ２．審査対象業務について 

 

 



　　《　第３３回　》　審査対象工事件数（全体）

【主な意見の概要（工事審査）】
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現道の視距改良工事で
あり、現道交通の切替を
必要とする工事であるこ
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福
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ｒ

尾道・松江自動
車道赤屋第７改
良工事

一
般
土
木

Ｃ
・
Ｄ

・工事延長L=120m
・掘削工　V=約98,000m3
（土砂；78,000m3,軟岩
Ⅱ；10,000m3,中硬
岩;10,000m3）

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○

2 －

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

芦田川下山守堤
防強化他工事

一
般
土
木

Ｃ
・
Ｄ

・工事延長　　約６０ｍ
・河川土工
（掘削）V＝約９，０００m3
・ドレーンL＝約６０m
（V=600m3、床堀 V=990m3、
埋戻し V=390m3)
・水路Ｌ＝約４３m
・仮設
（土留・仮締切）Ｎ＝約１５０
枚（鋼矢板　Ⅲ型　L=9.5m)

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
通

）

尾道・松江自動
車木ノ庄ﾄﾝﾈﾙ警
報設備工事

電
気
設
備

－

・トンネル警報設備　　１式
・警報表示板（ＴＩＢ）　 ２面
・主制御装置（ＴＭＣ） １台
・副制御装置（ＴＳＣ）  ２台
・配線工　　　　　　　   １式
・据付・調整工         １式
・その他付帯工事　　１式

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○

4 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

（
電
通

）

尾道・松江自動
車木ノ庄ﾄﾝﾈﾙ照
明設備工事

通
信
設
備

－

・木ノ庄トンネル（L=2,826m）
・トンネル照明器具　　５６３
灯
・非常駐車帯表示板　　　８灯
・道路照明灯　　　　　　　　２
基
・据付調整工　　　　　　　　１
式
・配線工　　　　　　　　　　　１式

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○

5

③
減点

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等

（
文
書
／
口
頭

）

⑤企業の技
術力

⑥
労
働
福
祉

⑦
地
域
貢
献

①施工体制
評価点

（
　
合
計
　

）

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

②加算点

1

③配置予定技術者の施工能力 ④施工管理体制

　
　
備
　
　
考

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①-1
簡易な施工計画

の加算点

簡易型：①-2
簡易な施工計画

②企業の施工実績

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

《　第３３回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク



a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） イ） ウ） エ） ア） イ） ウ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 選
定
方
式

施
工
体
制
確
認
型

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発

注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）
評価内容

1

加
算
点

評価内容
２

加
算
点

評価内容
３

加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／
安
全
管
理
優
良

請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
　
安
全
管
理
優
良

技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

予
定
技
術
者
の
取
得
資
格

同
種
・
類
似
工
事
に
お
け
る
従
事
役
職
の
経

験 同
種
工
事
の
工
事
成
績

作
業
拠
点

技
能
者
の
配
置

ア
ス
フ

ァ
ル
ト
フ

ィ
ニ

ッ
シ

ャ
ー
の
保

有 Ａ
ｓ
合
材
プ
ラ
ン
ト
の
保
有
状
況

過
去
の
加
算
点
の
実
績

（
加
算
点
の
1
0
%

）

有
用
な
新
技
術
の
活
用

技
術
開
発

、
資
格
技
術
者
の
保
有

1 ｜

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

三原バイパス整
備その２工事

維
持
修
繕

｜

・工事延長L=28km
・ブロック積み擁壁工
A=200m2
・側溝清掃（人力）
L=4,000m
・路面清掃（機械）L=20km
・除草工（肩掛）A=2,000m2
・地下排水工（φ４００）
L=100m
・路体盛土(流用土)
V=10,000m3

一
般
競
争

(

施
工
能
力
評
価
方
式

)

簡
易
型

○

2

3

4

5

《　第３３回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）施工能力評価方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

　
　
備
　
　
考

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①-1
簡易な施工計画

の加算点

簡易型：①-2
簡易な施工計画

②企業の施工実績

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

①施工体制
評価点

（
　
合
計
　

）

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

②加算点

1

③配置予定技術者の施工能力 ④施工管理体制

③
減点

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等

（
文
書
／
口
頭

）

⑤企業の技
術力

⑥
労
働
福
祉

⑦
地
域
貢
献



　　《　第３３回　》　審査対象業務件数（全体）

【主な意見の概要（業務審査）】

・特に無し

件

17 件

－ － － －

－

－ － － － －

－

－ －

【
　
特
定
前
　

】

－

総合評価方式／業務種別

- －

件
　技術提案の審査　

③価格競争方式

④総合評価落札方式

①標準プロポーザル方式

土建
コン

－

－

2 -

- － －
②公募・簡易公募型プロポーザル
方式

9
－

2

－ －－

－

－

－

件－ －

－ 0 件

　評価項目・加算点の審査

【
公
示
・
依
頼
前

】

②公募・簡易公募型プロポーザル
方式

総合評価方式／工事種別

①標準プロポーザル方式 －

－－

－

土建
コン

4

2

－－

件2

件

件8

4

2④総合評価落札方式 2 －

－ － － 0 件

－ －③価格競争方式 － － 0 件－ －

- - 7 件7 - － －



管
理
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

1

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

第
３
２
回
部
会

第
３
３
回
部
会

芦田川河道評
価・管理検討
業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

芦田川及び
高屋川の現
況河道の状
態を評価し、
効率的かつ
効果的な河
川改修及び
河道管理手
法の検討を
行う。

6
月
4
日

7
月
3
日

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

－ － - － － － － － － 0 0 － － － － － － － － 0 － 0 0 3 7 2 15 3 3 1 2 1 5 1 1 1 2 1 5 1 1 55 12 12 6 30

河道整備後の
河床変動や樹
木繁茂を踏まえ
た、河道管理の
留意事項につい
て

－ 24 24 － 48 － － － － － 0 48 133

2

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
３
２
回
部
会

第
３
３
回
部
会

福山道路管内
マネジメント検
討業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

福山河川国道事務所で
実施している事業（三
原ＢＰ、福山道路、木原
道路、松永道路）につ
いて、円滑な事業実施
に向けて、地元調整や
関係機関協議等の実
施時期等を明確にし、
スケジュール管理をより
細かく行い、円滑に工
事進捗が図れるようＰ
Ｍ（プロジェクトマネジメ
ント）工程の検討を実施
するほか、福山管内で
発生している交通渋滞
による物流コストの実
態調査をおこなうもので
ある。

6
月
4
日

7
月
30
日

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

－ － - － － － － － － 0 0 － － － － － － － － 0 － 0 0 5 15 25 － 5 － － － － － － － － － － － － － 50 12 12 6 30

道路事業箇所
におけるＰＭ工
程検討における
留意点について

16 26 26 － 68
物流コストの実
態調査手法に

ついて
－ 26 26 － 52 120 200

3

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
２
９
回
部
会

第
３
３
回
部
会

三原バイパス
構造物設計
外業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

一般国道２号三
原バイパスにお
ける道路設計及
び構造物設計を
行うものである。

－ －
簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
落
札
方
式

6 12 12 26 4 － － － － － 60 8 14 8 － － 26 4 － 60 － 0 120 4 6 2 10 2 － － － － － － － 2 4 2 6 2 － 40 20 10 10 40 － － － － － 0 － － － － － 0 0 80

4

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
３
０
回
部
会

第
３
３
回
部
会

芦田川測量設
計業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、
芦田川の直
轄管理区間
内におい
て、改修及
び修繕に関
する設計・
測量を行う
ものである。

5
月
13
日

6
月
19
日

簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
落
札
方
式

6 12 12 26 4 － － － － － 60 8 14 8 － － 26 4 － 60 － 0 120 5 11 4 16 4 － － － － － － － － － － － － － 40 20 20 - 40 － － － － － 0 － － － － － 0 0 80

5

八
田
原
ダ
ム

河
川

電
気
通
信
係

第
３
１
回
部
会

第
３
３
回
部
会

八田原ダム電
気通信施設
設計業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

   本業務は
八田原ダム
管理所管内
の電気通信
施設の詳細
設計及び通
信回線統合
化計画の検
討を行うも
のである。

5
月
27
日

7
月
10
日

簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
落
札
方
式

6 12 12 26 4 － － － － － 60 8 14 8 － － 26 4 － 60 － 0 120 4 6 2 10 2 － － － － － － － 2 4 2 6 2 － 40 20 10 10 40 － － － － － 0 － － － － － 0 0 80

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
評
価
型

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
業
務
の
実
績

技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

経
営
力公

示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札
前

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格

表
彰

常
駐
技
術
者

技
術
者
資
格

内容

【
合
計

】

従
事
期
間

従
事
期
間

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程

・
そ
の
他

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別 業

務
実
績

業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

（
小
計

）

表
彰

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

地
域
精
通
度

同
種
類
似
業
務
の
成
績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
△
５

業
務
実
施
体
制

業
務
実
績

地
域
精
通
度

雇
用
関
係

業
務
成
績

表
彰

資
格
・
実
績

選定段階評価

【
合
計

】
（
小
計

）

予定管理技術者の経験及び能力
業務実施

体制

技
術
者
資
格

手
持
ち
業
務
量

履
行
保
証
能
力

従
事
期
間

（
小
計

）

予定技術者

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

（
小
計

）

資
格
・
実
績

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

照査技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

的
確
性

実
現
性

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

整
合
性

的
確
性

実
現
性

独
創
性

《　第３３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（特定前）　】

独
創
性

特定（評価）

特定
テーマ①

（
小
計

）

特定
テーマ②

（
小
計

）

整
合
性

（
小
計

）

実施方針



管
理
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
評
価
型

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
業
務
の
実
績

技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

経
営
力公

示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札
前

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格

表
彰

常
駐
技
術
者

技
術
者
資
格

内容

【
合
計

】

従
事
期
間

従
事
期
間

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程

・
そ
の
他

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別 業

務
実
績

業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

（
小
計

）

表
彰

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

地
域
精
通
度

同
種
類
似
業
務
の
成
績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
△
５

業
務
実
施
体
制

業
務
実
績

地
域
精
通
度

雇
用
関
係

業
務
成
績

表
彰

資
格
・
実
績

選定段階評価

【
合
計

】
（
小
計

）

予定管理技術者の経験及び能力
業務実施

体制

技
術
者
資
格

手
持
ち
業
務
量

履
行
保
証
能
力

従
事
期
間

（
小
計

）

予定技術者

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

（
小
計

）

資
格
・
実
績

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

照査技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

的
確
性

実
現
性

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

整
合
性

的
確
性

実
現
性

独
創
性

《　第３３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（特定前）　】

独
創
性

特定（評価）

特定
テーマ①

（
小
計

）

特定
テーマ②

（
小
計

）

整
合
性

（
小
計

）

実施方針

6

福
山
河
川
国
道

道
路

用
地
課

第
３
０
回
部
会

第
３
３
回
部
会

福山道路用
地補償総合
技術業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

一般国道２
号改築（福
山道路）工
事（福山市
瀬戸町地
内）における
用地調査等
を行う業務
である。

４
月

－
標
準
型

一
般
競
争
総
合
評
価
落
札
方
式

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 5 5 － － － － － － － － － 10 10 10 15 35
本業務における
専門技術力につ
いて

－ 10 － － 10

本業務に関する
守秘義性、中
立・公平性の確
保について

－ 5 － － 5 15 60

7

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
課

第
２
９
回
部
会

第
３
３
回
部
会

福山修繕設
計業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

福山河川国道
事務所管内にお
いて、修繕に関
する設計・測量
を行うものであ
る。

－ －
簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
落
札
方
式

6 12 12 26 4 － － － － － 60 8 14 8 － － 26 4 － 60 － 0 120 4 6 2 10 2 － － － － － － － 2 4 2 6 2 － 40 20 10 10 40 － － － － － 0 － － － － － 0 0 80

8

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
課

第
２
９
回
部
会

第
３
３
回
部
会

福山交安設
計業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

福山河川国道
事務所管内にお
いて、交通安全
対策事業に関
する設計・測量
を行うものであ
る。

－ －
簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
落
札
方
式

6 12 12 26 4 － － － － － 60 8 14 8 － － 26 4 － 60 － 0 120 4 6 2 10 2 － － － － － － － 2 4 2 6 2 － 40 20 10 10 40 － － － － － 0 － － － － － 0 0 80

9

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
課

第
３
０
回
部
会

第
３
３
回
部
会

国道２号長谷
地区設計業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、一
般国道２号三
原市長谷地内
において、長
谷橋の詳細設
計を行うもので
ある。

4
月
20
日

５
月

簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
落
札
方
式

10 20 － 26 4 － － － － － 60 11 19 － － － 26 4 － 60 － 0 120 5 15 － 25 5 － － － － － － － － － － － － － 50 12 12 6 30 - － - - - 0 － － － － － 0 0 80

10



管
理
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

1

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

芦田川水系気
候変化に関す
るモニタリング
検討業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、芦田川
川水系を対象とし
て地球温暖化に
起因する気候変
化の影響を把握
するために、現在
観測している各種
気象データ等を整
理、分析し温暖化
に対するモニタリ
ング検討を目的と
して実施するもの
である。

総
合
評
価
型

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

2

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

芦田川水系リ
アルタイム氾
濫予測システ
ム構築業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、芦田川水系
を対象として、効率的な
河川管理を行うことを目
的として、雨量データ等
から流出計算を行い、
破堤箇所を任意に設定
して氾濫計算を行い、
その広がりを動的な表
示、また、氾濫水の到
達時間や道路の浸水
状況などの表示が出来
るリアルタイム氾濫予
測システムの構築を行
うことを目的とする。

総
合
評
価
型

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

3

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

水呑地区河川
構造物耐震点
検業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、水呑地
区の河川構造物
（堤防及び樋門）
について、レベル
２地震動に対する
耐震性能の照査
を行い、必要に応
じて対策工法の検
討を行うものであ
る。

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

4

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

芦田川目崎地
区改修設計業
務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、
芦田川目崎
地区におい
て護岸及び
固定堰の概
略設計を行
うものであ
る。

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

5

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

芦田川河口堰
魚類調査業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

本業務は、芦
田川河口堰に
設置されてい
る魚道につい
て効果評価を
行うとともに、
芦田川流域に
生息しているタ
モロコとホンモ
ロコの生態系
調査を行うも
のである。

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

《　第３３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（依頼前）　】

独
創
性

特定（評価）

特定
テーマ①

（
小
計

）

特定
テーマ②

（
小
計

）

整
合
性

（
小
計

）

実施方針

的
確
性

実
現
性

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

整
合
性

的
確
性

実
現
性

独
創
性

照査技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

予定技術者

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

（
小
計

）

資
格
・
実
績

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

選定段階評価

【
合
計

】
（
小
計

）

予定管理技術者の経験及び能力
業務実施

体制

技
術
者
資
格

手
持
ち
業
務
量

履
行
保
証
能
力

従
事
期
間

（
小
計

）

地
域
精
通
度

同
種
類
似
業
務
の
成
績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
△
５

業
務
実
施
体
制

業
務
実
績

地
域
精
通
度

雇
用
関
係

業
務
成
績

表
彰

資
格
・
実
績

表
彰

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

（
小
計

）

表
彰

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

従
事
期
間

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程

・
そ
の
他

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別 業

務
実
績

業
務
成
績

地
域
精
通
度

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格

表
彰

常
駐
技
術
者

技
術
者
資
格

内容

【
合
計

】

従
事
期
間

業務概要
評
価
型

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
業
務
の
実
績

技
術
部
門
登
録

参加表明者の経験及び能力

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

経
営
力公

示
・
提
出
依
頼

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前



管
理
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

《　第３３回部会　》　　【　審査対象業務一覧（依頼前）　】

独
創
性

特定（評価）

特定
テーマ①

（
小
計

）

特定
テーマ②

（
小
計

）

整
合
性

（
小
計

）

実施方針

的
確
性

実
現
性

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

整
合
性

的
確
性

実
現
性

独
創
性

照査技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

予定技術者

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

（
小
計

）

資
格
・
実
績

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

選定段階評価

【
合
計

】
（
小
計

）

予定管理技術者の経験及び能力
業務実施

体制

技
術
者
資
格

手
持
ち
業
務
量

履
行
保
証
能
力

従
事
期
間

（
小
計

）

地
域
精
通
度

同
種
類
似
業
務
の
成
績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
△
５

業
務
実
施
体
制

業
務
実
績

地
域
精
通
度

雇
用
関
係

業
務
成
績

表
彰

資
格
・
実
績

表
彰

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

（
小
計

）

表
彰

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

従
事
期
間

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程

・
そ
の
他

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別 業

務
実
績

業
務
成
績

地
域
精
通
度

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格

表
彰

常
駐
技
術
者

技
術
者
資
格

内容

【
合
計

】

従
事
期
間

業務概要
評
価
型

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
業
務
の
実
績

技
術
部
門
登
録

参加表明者の経験及び能力

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

経
営
力公

示
・
提
出
依
頼

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

6

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

芦田川河口堰
システム改良
業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

堰管理してい
るゲート自動
制御装置を
現状に合うよ
うに適切な定
水位制御をさ
せる為の検
討を行うもの
である。

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

7

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

福山管内大規
模災害対応検
討業務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

福山河川国道事務
所管内において甚大
な被害が予測されて
いる中央構造線（石
鎚山脈北緑）を震源
とする地震を対象と
して、災害発生時に
業務の継続性を確
保するために必要な
取り組みについて定
める「福山河川国道
事務所業務継続計
画（案）」を作成する
ことを目的とする。

総
合
評
価
型

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

8

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

福山管内重要
構造物図書
データ整備業
務

建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

土
木
関
係

中国地方整備局管内で
運営している道路管理
データベースシステム
（以下「道路管理DB」）
の情報の充実と利用拡
大を目的としている。
  事務所内で管理して
いる重要構造物の完成
図面とこれに関連する
設計図書を調査収集
し、道路管理DBの施設
単位に編集・分類し、電
子媒体への格納及び図
面、設計図書の重要構
造物図書管理システム
への組み込みを行うた
めの更新データを作成
するものである。

総
合
評
価
型

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

9
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